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Focus on  Regional  Brands Theory Research  (Ⅱ)  
-  Limitat ions of  exis t ing research and future issues -  
 
























資源（産品、観光など）を結び付ける戦略、いわゆるアンブレラ・ブランド（ Umb re l l a  Br an d）戦
略を求めることである。  
第 2 は、ブランド化を担う主体組織に関する考えの欠如である。日本の政府は地域の特産品を
                                                                
*  流通科学大学大学院  流通科学研究科、〒 6 5 1－ 2 1 8 8  神戸市西区学園西町 3 -1。  
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真似した偽物から保護し、識別性を上げる方法として関連する商標法を改正した。政府によって























の観点から議論を進めたと考えられる。これらの 6 つの次元（観点）は、（ 1）ブランド化対象（ 2）


























加、さらに、自国製品の輸出増加の効果も期待できる。このような概念の始まりは COC（ Co u n t ry -




















る。そうすると、地域と地域産品、両方が互いに相乗効果を期待することもできる 7。  








ランド化も第 1 のプレイスと第 2 の地域に比べて比較的にしやすい。なぜなら、物理的に形態が
あるため、買い手側が消費者に売ろうとしているものが互いに確認できるからである。買い手側
にブランドは、製品と同じものとして認識している傾向が強い。  







































メージ、あるいは地域のアイデンティティを設定するなどのブランド理論を適用している 1 5。  
このように地域ブランド論が依拠している理論はビジネスブランド論であり、ブランド論の中
















ケラー（ Kel l e r）は、ブランドイメージについて消費者のブランドについて知覚であり、消費者
の記憶内にあるブランド連想を反映したものだという見解は一般に受け入れられていると示した
1 6。地域や地域資源のブランド化は地域ならではのエクイティ（資産）を構築する過程と考えら
れる。こ のイメージはブランド ・エクイティの構成要 素であり、これはブラ ンド連想（ Bran d  












ド化は地域のコア・イメージを表わすものとしてイコン（あるいは、アイコン； i co n）の形成を提






































































































































り、それは 2 つにまとめることができる。第 1 は、地域経済の活性化戦略である 4 3。地域ブラン
ドは地域の資源（観光、あるいは産品やその加工品など）に当該地域イメージを被せることによ
って買い手側（人々）に当該地域に対する興味を引き起こすことが狙いである。この視点から考













































一方、プレイス・ブランディング研究テーマとして研究した P ap ad o po ulo s・Kav ara t z i s・ Tr eg ea r  
an d  Go r to n・ Ive r s en  an d  He m の研究ではプロセスモデルがほぼ提示されていない。だた、 Ive r sen  
an d  He m だけは、プレイス・アンブレラ・ブランディングを構築するために地域性（ p ro ven an ce）



















今までの議論、（ 1）ブランド化対象（ 2）依拠する理論（ 3）ブランド化主体組織（ 4）ブランド
化の中心的な概念（ 5）ブランド化の目的（ 6）ブランド化プロセスモデルを要約して示すならば、


































































動である 5 0。  結局、ブランディングの鍵は消費者に製品カテゴリー内のブランド間の差異を自覚





































































































3  Ko t l e r,  P. ,  H a i d e r,  D . H . ,  a n d  R e i n ,  I . J .  ( 1 9 9 3 )、訳、 p p 9 - 2 1；白石（ 2 0 1 2）、田中道雄・白石善章・濱田恵
三編著『地域ブランド論』、 p p 1 5 - 1 7。  
4  P a p ad o p o u lo s（ 2 0 0 4）； Ka v a r a t z i s（ 2 0 0 5）； Tr eg ea r  a n d  Go r t o n（ 2 0 0 5）； Iv e r s en  a n d  H em（ 2 0 0 8）。  
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